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研究成果の概要（和文）：ヒトでは共通の目的のために協力する際に、自身の動きを調整するために相手の動作
を予測する必要がある。共同サイモン課題は、他者の動作表象を共有する度合いを調べるために使用される。こ
の研究では、ヒト以外の種において共同行為における他者認知を明らかにすることを目的とした。ラットに共同
サイモン課題を行い、相手の刺激―反応マッピングの表象を共有しているかどうかを検討した。その結果、ラッ
トにおいて共同サイモン効果が確認された。向社会性が高く、協力行動が報告されているラットにおいて、他者
の動作も自身の動作計画に含めて共同行為を行っている可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：When cooperating for a common goal, humans need to predict the actions of 
others in order to coordinate their own movements. The joint Simon task is used to examine the 
degree to which we share the action representations of others. The purpose of this study was to 
clarify the cognition of others in cooperative behavior in a non-human species. We performed a joint
 Simon task on rats to examine whether they shared the other's stimulus-response mapping 
representations. The results confirmed the joint Simon effect in rats. In rats with high 
prosociality and reported cooperative behavior, it was shown that they may perform joint actions by 
including others' actions in their own action planning.

研究分野： 比較行動学

キーワード： 動作同期　we-mode　ラット　共同行為　比較認知科学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究では、ヒト以外の霊長類以外では初めて、共同サイモン効果を検討した。これまでにも協力行動といっ
た共同行為が、ヒト以外のいくつかの種において報告されてきたが、これまでには協力行動が成立する条件に注
目されることが多かった。この研究では、共同行為における社会認知に着目し、共同行為を支える認知基盤を検
討した。ほかの系統の種においても同様の検討を行うことで、他者との共同運動主体感の進化、メカニズムの理
解が深まるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
ヒトが他者と協力して共通の目的に取り組むときには、他者の目的や他者が担当する動作に

関する表象を共有する。つまり、自身だけではなく相手が担当する動作も予測し、相手と動作を
分担したり、タイミングをあわせたりして、自身の動きを調整する。 
ヒト以外の種においても、共同行為が報告されている。例えばラットでは相手とタイミングを

合わせてレバーを押す、あるいは走路を往復することで報酬を得るといった協力行動が成立す
ることが知られている。しかし、これらの協力行動の研究では、協力行動が成立する条件に注目
されることが多く、協力行動を可能にする他者認知に関しては研究が少ない。 
共同行為において、他者の動作表象をどれほど共有するかを調べるために、共同サイモン課題

（Sebanz et al., 2003）が用いられる。共同サイモン課題は刺激反応適合性効果を利用した協調
課題である。左右に提示される刺激に対して、場所の特徴は無視し刺激特徴に応じてそれぞれ左
右のボタンで反応する二肢選択課題（例：四角形なら左、三角形なら右のボタンを押すと正答）
を一人で行う場合、刺激提示位置と反応すべき位置が不一致の場合、それが一致する場合よりも、
反応時間が長くなる。この課題を左右に分割して一人で行うと効果が見られなくなる一方で、分
割した課題を二者で相補的に行う場合には、二肢選択課題と同様に効果がみられる。このことか
ら、他者の課題における動作を表象することが示唆されている。 
ラットのように向社会行動や協力行動が報告されているヒト以外の種を対象として共同サイ

モン課題を用いた検討行うことで、ヒト以外の種における他者認知の基盤を明らかにすること
につながる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、他者との共同行為を支える認知的基盤について系統発生的な起源を探るこ

とである。まず、ラットにおいて共同サイモン効果がみられるのかを調べ、相手の担当する刺激
―反応マッピングの表象を共有しているのかを検討する。そして、その共有の度合いに、相手と
の親近性といった相手との関係は影響するのかを検討する。また、共同行為を他者と行うこと自
体が、相手に対する協力的な態度や親近性が高まるのかを検討する。 
 
３．研究の方法 
 
白色ラットと、頭巾斑ラットそれぞれ 4個体を対象個体とした。これらの 4個体は同系統、異

系統のペアに分けてあらか
じめ同居させた。 

Miss and Burkart（2018）
に基づき、聴覚刺激を用いた
二肢選択課題を訓練した。低
い音刺激が再生された場合
には左、高い音刺激が再生さ
れた場合には右のレバーを
ラットが押した場合に、餌報
酬を提示した。訓練時には、
左右双方のスピーカーから
刺激を再生した。 
訓練が完了した後に、刺激

を左右片方のスピーカーか
らのみ再生するテストを実
施した。テストの条件は以下
の 4つであった（図 1）。 
訓練と同様に１個体で二肢
選択課題を行う単独課題、課
題を分割して左右どちらか
のレバーのみで反応する統
制課題、2個体が隣り合って、
統制課題を相補的に行う共
同課題、そして、2 個体が装
置に入るが1個体は課題を行
わず、片方の個体のみが課題
を行う共同統制課題であっ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1. 4 種類のテスト条件の模式図。単独課題を除き、装置は
金網の壁（点線部分）で 2つの部屋に分けられている。灰色の
長方形はレバーを、星印は報酬を示す。単独課題では、対象個
体は両方のレバーにアクセスすることができた。統制課題で
は、対象個体は左右どちらかのレバーにのみアクセスするこ
とができた。共同課題では、2匹の対象個体が単独課題を分担
して行い、正答の場合両方に報酬を与えた。共同統制課題で
は、１匹の対象個体が課題を実行し、報酬を得た。 
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た。さらに、親近性の高い同居個体同士と、互いに顔を合わせたことのない非同居個体同士の 2
つの個体条件で、共同課題を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１） 共同サイモン効果 
4 ペアのラットに対する実験の結果、単独課題と共同課題では、統制課題や共同統制課題と比

較して、音刺激の提示位置と反応すべき位置が不一致の場合に正答率が低くなった。この結果は、
ラットがサイモン効果と同様に、共同サイモン効果を示すことを示唆する。共同統制課題では統
制課題と同様に、刺激提示位置の効果がみられなかった。共同統制課題は、共同課題と同様に相
手と隣り合っているが、一方の個体のみが課題を遂行する。このことは、他個体が存在するだけ
ではなく、他個体と課題を相補的に行うことが効果を生じさせる要因となっていることを示唆
する。本研究は、これまでにはヒト以外の種では霊長類でのみ検討されていた共同サイモン効果
をラットにおいてはじめて検討した。 

 
（２） 親近性の効果 

共同サイモン効果の起こりやすさに影
響を及ぼす要因を検討した。同居個体条
件では、非同居個体条件よりも、音刺激
提示位置の効果が高かった。人を対象と
した実験では、親しい間柄の二者間では、
互いに見知らぬ二者間よりも共同サイモ
ン効果が強く表れることが知られてい
る。ラットを対象としたこの結果に関し
て、同様の解釈ができるかはまだ議論の
余地があるが、親近性の高さが共同サイ
モン効果に及ぼす可能性を示唆するもの
である。 
 
今後の展望として、より自然下で生じ

る行動に近い、毛づくろいといった共同
行為にも対象を広げる。これまでに、ラ
ットの被毛に操作を行い、毛づくろいを
生起させる予備実験を行っている（図 2）。動物が自発的に行う社会行動において、他者の役割
理解、動作の表象といった他者認知を検討する。 
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図 2.毛づくろい互恵実験のようす。黒色でマーキ
ングをされた個体が緑色でマーキングされた個
体の首すじを毛づくろいしている。 
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